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今月の表紙

今回は稲荷下地区の亀石愛恵（かなえ）
さんを取材させて頂きました。中学を

卒業する頃には既に牛を飼うことを夢見てい
た愛恵さんは鹿屋農高から鹿児島農大の畜産
科へ進学後、即就農。ご両親の方針もあり、
焦らず慌てずマイペースで牛飼いを続けてき
ました。

独身時代には青年農業者会議の全国大会
で 2 位になるほど研究熱心な愛恵さん

は、夫・祐作さんと長女・愛々（ねね）ちゃ
ん（3ヶ月）との3人家族。※詳しくは特集コー
ナーを御覧ください。

５月号
・輝く人…………………………………3
・あおぞらニューストピックス………4
・新人職員紹介…………………………6
・福祉センターだより…………………8
　女性部からこんにちは
・営農情報………………………………9
・クミアイ家庭薬…………………… 10
　Ａコープ通信
・せり市情報………………………… 11
・一丁目通信………………………… 12
・JADDOカード……………………… 13
　住宅ローン相談会
・じょもきん、健康情報…………… 14
・行事予定、駐車場のご案内……… 15
　新番組のお知らせ
　理事会・経営管理委員会報告
・生産者の皆さまへ………………… 16
・ふれあいサポーターズ…………… 17
・JA安心倶楽部… …………………… 18

”青”の象形は「土から若い植物の芽が出る」
ことを指しています。”青”は若々しい新しい
才能が花開くイメージを持っています。それ
がたくさん集まって…

目　次
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今
回
取
材
さ
せ
て
頂
い
た

亀
石
愛
恵
（
か
な
え
）

さ
ん
は
稲
荷
下
地
区
出
身
の
29

才
。
ご
主
人
の
祐
作
さ
ん
と
長

女
の
愛
々
（
ね
ね
）
ち
ゃ
ん
、

そ
し
て
26
頭
の
牛
に
囲
ま
れ
て
、

忙
し
く
も
楽
し
い
日
々
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

　

元
々
実
家
が
兼
業
農
家
と
し

て
牛
を
飼
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
就
農
し
て
牛
を
飼
う
こ
と

に
違
和
感
も
抵
抗
感
も
無
か
っ

た
と
言
い
ま
す
。
唯
一
悩
ん
だ

の
が
高
校
進
学
の
時
。
お
姉
さ

ん
が
看
護
師
を
し
て
い
た
こ
と

も
あ
り
、
看
護
師
の
道
を
選
ぶ

か
、
畜
産
の
道
を
選
ぶ
か
迷
っ

た
そ
う
で
す
。

　
「
最
終
的
に
、
牛
の
糞
に
ま
み

れ
る
こ
と
を
選
ん
だ
ん
で
す
よ
」

そ
う
言
っ
て
屈
託
の
な
い
笑
顔

で
笑
う
愛
恵
さ
ん
。
そ
の
後
は

畜
産
の
道
を
突
き
進
む
こ
と
に

な
り
ま
す
。
鹿
屋
農
業
高
校
を

卒
業
す
る
頃
に
は
、
県
立
農
業

大
学
校
へ
の
進
学
を
希
望
し
た

そ
う
で
す
が
、
こ
こ
で
一
つ
の
問

題
に
ぶ
ち
当
た
っ
た
そ
う
で
す
。

農
大
の
肉
用
牛
科
は
そ
の
競
争

率
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
大
規

模
農
業
を
経
営
し
て
い
る
農
家

の
生
徒
が
有
利
な
面
も
あ
る
と

さ
れ
、
当
時
兼
業
農
家
で
わ
ず

か
６
頭
し
か
飼
っ
て
い
な
か
っ

た
愛
恵
さ
ん
は
相
当
頑
張
ら
な

い
と
合
格
は
難
し
い
と
言
わ
れ

た
そ
う
で
す
。
し
か
し
な
が
ら

持
ち
前
の
負
け
ん
気
と
努
力
で

見
事
に
合
格
。
念
願
の
農
大
生

に
な
っ
た
愛
恵
さ
ん
で
し
た
。

　

農
大
を
卒
業
し
た
愛
恵
さ
ん

は
即
就
農
し
ま
す
。

　
「
ウ
チ
は
代
々
牛
飼
い
を
し
て

い
る
よ
う
な
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
ら
、
継
承
さ
れ
た
技
術
が
無
く

て
苦
労
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

け
ど
、
反
面
自
由
に
や
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
れ
が
良
か
っ
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。」
当
時
県

が
推
奨
し
て
い
た
「
育
成
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
に
沿
っ
て
牛
を
飼
っ
て
い

た
愛
恵
さ
ん
は
、
青
年
農
業
士
の

資
格
を
得
る
た
め
に
青
年
農
業

者
会
議
で
実
践
結
果
を
発
表
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
僅
か

な
期
間
で
研
究
デ
ー
タ
を
揃
え

た
愛
恵
さ
ん
は
、
全
て
を
暗
記
し

て
曽
於
地
区
の
発
表
会
に
臨
み

ま
す
。
結
果
は
見
事
優
勝
。
そ

の
後
鹿
児
島
県
大
会
、
九
州
大

会
を
突
破
し
、
全
国
大
会
に
出

場
。
畜
産
部
門
で
全
国
２
位
と
い

う
結
果
を
残
し
た
の
で
す
。

　
「
確
か
に
自
分
も
頑
張
っ
た
つ

も
り
で
は
あ
り
ま
す
。
で
も
絶

対
に
一
人
の
力
で
は
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。
周
り
の
方
々
の
ご

協
力
が
あ
っ
た
か
ら
出
来
た
と

思
い
ま
す
。」

　

現
在
は
祐
作
さ
ん
と
愛
々

ち
ゃ
ん
と
幸
せ
な
日
々
を
送
っ

て
い
る
愛
恵
さ
ん
。
愛
々
ち
ゃ

ん
を
出
産
し
て
か
ら
少
し
変
化

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
「
牛
の
分
娩
の
介
助
の
時
、
出

来
る
限
り
引
っ
張
ら
な
い
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
だ
っ
て
私
だ
っ

た
ら
イ
ヤ
で
す
も
ん
。
産
ん
で

み
て
わ
か
り
ま
し
た
（
笑
）」

　

そ
う
言
っ
て
笑
う
愛
恵
さ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
家
族
と
、
そ
し
て

牛
と
共
に
人
生
を
歩
ん
で
い
く

そ
う
で
す
。　
　
　
　
　
（
了
）

輝

人
く
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森山裕国政報告会

3 月 1 日　曽於市末吉町の末吉総合センターにお
いて、衆議院議員・森山ひろし先生の国政報告会
が開催され、JA あおぞらからは、内村常夫経営管
理委員会会長をはじめ、各経営管理委員や各生産
者部会長が参加しました。報告会では、農林水産
関連の予算編成状況や郷土の今後等について報告
がなされた後、懸念の TPP 交渉についての話題に。
参加者は真剣な表情で報告を聞いていました。

ユナイテッド目録授与式

3 月 12 日、地元のサッカーチーム「鹿児島ユ
ナイテッド FC」への目録授与式が鹿児島市内
の鹿児島ユナイテッド FC の事務局で行われま
した。鹿児島ユナイテッド FC は J リーグ昇格
を目標に、FC 鹿児島とヴォルカ鹿児島が統合
されて結成されたチーム。「鹿児島をもっと一
つに」を合言葉に今年度は JFL に参戦してい
ます。

ちゃぴおん会総会

3 月 28 日、本所大会議室において第 11 回あお
ぞらちゃぴおん会の総会が行われました。午前
中には各圃場で現地検討会を行い、総会終了後
には研修会を開催し、県経済連茶事業部の湯口
次長が情勢を報告、引き続き 2 月に行われた荒
茶求評会の報告も併せて行われました。

茶栽培部会総会

3 月 26 日、本所大会議室において第 41 回あお
ぞら農協茶栽培部会の総会が行われました。丸
目部会長の挨拶ののち議事に入り、収支決算報
告や来年度計画、会員の加入脱退について協議
がなされました。引き続き「茶園共進会褒章授
与」が行われ、金賞に輝いた砂川健一さん（東
原西）らに賞状が授与されました。

あおぞらニューストピックス

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 3 月

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

鹿児島ユナイテッド　徳重　剛代表

丸目秀明茶栽培部会長
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県農政連総会

3 月 17 日、JA 県会館にて第 37 回鹿児島県農民
政治連盟の通常総会が開催されました。あおぞ
ら支部からは内村支部長のほか 5 名が出席、平
成 25 年度収支決算や今年度の活動方針など各
議案について審議し、TPP に関する特別決議と
スローガンを採択しました。

事業推進総決起大会

3 月 20 日、志布志湾大黒で平成 26 年度事業推
進総決起大会が役職員 131 名が参加して開催さ
れました。内村会長の挨拶の後、来賓祝辞やコ
ンプライアンス訓示、事業推進活動説明、鷹山
塾卒業発表、必達ダルマ入瞳、ガンバロウ三唱
を経て閉会。役職員一体となって目標必達の決
意を新たにしました。

あおぞらニューストピックス

澱粉用サツマイモ部会総会

3 月 25 日、本所大会議室において平成 25 年度
でん粉用さつまいも部会の総会が部会員 35 名
を集めて行われました。諏訪部会長の挨拶の後、
来賓として福井でん粉の玉田会長が挨拶。引き
続き議事に入り、収支決算報告や来年度計画に
ついて協議が進みました。

稲作部会総会

3 月 25 日、本所大会議室において第 28 回 JA
あおぞら稲作部会の総会が部会員 60 名を集め
て行われました。上野部会長の挨拶ののち議事
に入り、収支決算報告や来年度計画について協
議が進みました。引き続き「栽培技術研修会」
が行われ、曽於畑かんセンターの古川技術主査
が水稲栽培についての講習を行いました。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 3 月

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

上野克比古稲作部会長諏訪光一澱粉用サツマイモ部会長
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入組式

4 月 1 日、本所中会議室において平成 26 年度
JA あおぞら入組式が行われました。今年度は 4
名の新人が入組、父兄と一緒に入組式に臨み、
役員や各所属長の話を真剣な眼差しで聞いてい
ました。その後 4 名それぞれが決意表明をし、
気持ちを新たにしていました。※ 新入職員につ
いては紹介コーナーを御覧ください。

一番茶生産対策会

4 月 2 日、本所大会議室において一番茶生産対
策会が行われました。一年で最も大切な時期を
前に、畑かんセンターや市役所、県経済連茶事
業部、生産者が一堂に会し、対策を協議しまし
た。前年の暴風被害を踏まえ、今年は暴風対策
に注力する方針を確認、併せて出荷の手順など
も確認しました。

平成 5 年 11 月 28 日生まれ
出身地：知覧町
出身校：（独）野菜茶業研究所
所　属：指導購買課　
　　　　茶業センター
趣味・特技：
　　　楽器、スノーボード

平成 7 年 7 月 22 日生まれ
出身地：肝付町
出身校：鹿屋女子高校
所　属：伊崎田支所
趣　味：料理、バレーボール

平成 7 年 8 月 21 日生まれ
出身地：有明町
出身校：県立有明高校
所　属：燃料機械課
趣　味：音楽鑑賞

平成 7 年 11 月 14 日生まれ
出身地：鹿屋市
出身校：県立串良商業高校
所　属：蓬原・通山出向所
趣　味：音楽鑑賞、読書

前
まえ

原
はら

　卓
たく

朗
ろう

有
あり

馬
ま

　千
ち

晴
はる

谷
たに

口
ぐち

　咲
さき

白
しら

坂
さか

　優
ゆう

佳
か

新人職員紹介

あおぞらニューストピックス

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 4 月

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

堀口泰久志布志市茶業振興会長
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ゴーヤ出荷会議

4 月 4 日、本所大会議室において平成 26 年産
の春ゴーヤー出荷協議会が開催されました。東
京や埼玉の市場関係者の情勢報告を聞いたあ
と、出荷規格について等級や箱詰め基準につい
て確認。実際にゴーヤーを並べて箱詰めの方法
などを確認しました。

春夏メロン出荷協議会

4 月 4 日、本所大会議室において平成 26 年産
の春夏メロン出荷協議会が開催されました。県
経済連の情勢報告を聞いたあと、出荷規格や等
級、箱詰め基準について申し合わせ事項を確認。
JA あおぞらでは、春夏メロンの有利販売を行
うために商品管理の徹底と適期収穫を励行し、
安定した品質の出荷を目指しています。

あおぞらニューストピックス

畜産品評会

4 月 17 日、有明町春季畜産品評会が畜産指導セ
ンターで開催されました。出品 69 頭の中からグ
ランドチャンピオンに選ばれたのは、倉冨哲男
さん（山重）のみどりふく号。倉冨さんは昨年
の春季品評会でもグランドチャンピオンに輝い
ており、連続での受賞となりました。なお、上
位入賞者は郡の共進会へ出品が決定しています。

春かぼちゃ出荷協議会
4 月 22 日、本所大会
議室において平成 26
年産の春かぼちゃ出
荷協議会が開催され
ました。東京や埼玉
の市場関係者の情勢
報告を聞いたあと、
出荷規格について等
級や箱詰め基準につ
いて確認。また、『か
ごしまの農林水産物
認証証書』の伝達式
も行われ、矢野部会
長に認証証書が手渡
されました。

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 4 月

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

草野彰メロン部会長

矢野博かぼちゃ部会長
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あ
お
ぞ
ら
ホ
ー
ム
入
居
者

　【
あ
お
ぞ
ら
文
藝げ

い

同
好
会
】

　
　
短
歌・俳
句
紹
介
コ
ー
ナ
ー

（
短
歌
）

　

日
の
丸
の
弁
当
持
っ
て　

学
び
屋
へ

　

開
戦
の
頃　

今
思
い
出
す	

宮
脇　

ナ
チ

　

新
し
き
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に　

友
参
加

　

朝
の
挨
拶　

自
己
を
紹
介	

池
迫　

茂

　

治
癒
力
の
す
ご
さ　

字
が
書
け
文
字
を
読
む

　

老
い
の
生
き
甲
斐　

感
謝
の
日
々
よ

石
峰 

カ
ズ
子

（
俳
句
）

　
ホ
ー
ム
園　

な
す
と
か
ぼ
ち
ゃ
と　

オ
ク
ラ
苗

池
迫　

茂

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス　

友
の
笑
顔
が　

浮
か
び
く
る

宮
脇　

ナ
チ

　

歯
揃
い
し　

農
事
・
ゴ
ル
フ
の　

友
八
十
四

石
峰　

カ
ズ
子

ＪＡあおぞら
総合福祉センターだより

　

毎
日
の
お
仕
事
ご
苦
労
様
で
す
。

　

日
頃
は
、
多
く
の
皆
様
に
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
い

た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
加
齢
や
病
気
な
ど
で
食

事
や
入
浴
、
着
替
え
な
ど
が
困
難

に
な
っ
た
り
、
外
出
の
機
会
が
減

り
自
宅
に
こ
も
り
が
ち
な
生
活
に

な
っ
た
り
し
た
時
に
皆
さ
ん
の
お

役
に
立
て
る
の
が
「
あ
お
ぞ
ら
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
で
す
。

　

日
常
生
活
で
介
護
や
支
援
が
必
要

な
状
態
に
あ
る
利
用
者
の
皆
さ
ん
を

日
中
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
、
入
浴
・

食
事
・
集
団
体
操
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
、
職
員
が
介
助
や
援
助
を
行
い
な

が
ら
提
供
す
る
事
業
で
す
。
自
宅
か

ら
セ
ン
タ
ー
ま
で
送
迎
も
職
員
が
行

い
ま
す
。
ま
た
他
の
利
用
者
の
皆
さ

ん
や
職
員
と
の
会
話
や
交
流
が
楽
し

め
る
よ
う
、さ
ま
ざ
ま
な
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
や
季
節
の
行
事
を
計
画
し
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
食
事
・
入
浴
・
排
泄
・

衣
類
着
脱
・
他
者
と
の
交
流
な
ど
の

介
助
や
援
助
を
ご
本
人
の
自
立
を
促

し
な
が
ら
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

　

介
護
相
談
は
、
常
時
お
受
付

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
詳
し
い
内

容
は
、
あ
お
ぞ
ら
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
ま
で
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｊ
Ａ
あ
お
ぞ
ら
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
９
９
）
４
７
１
︱
５
７
７
２

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
恒
例
の
お
楽
し
み

抽
選
会
を
行
い
平
成
二
十
六
年

度
の
女
性
部
活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

四
月
十
日
、
Ｊ
Ａ
あ
お
ぞ
ら

女
性
部
の
第
十
三
回
女
性
部
通

常
総
会
を
有
明
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
で
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

会
は
、新
Ｊ
Ａ
女
性
の
歌
「
明

日
輝
く
た
め
に
」
の
斉
唱
、
綱

領
・
五
原
則
の
唱
和
で
始
ま
り
、

議
事
で
は
野
神
支
部
の
立
岡
怜

子
さ
ん
に
よ
る
進
行
が
行
わ
れ
、

全
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
役
員
改

選
の
年
で
も
あ
り
、
長
年
女
性

部
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
竹
下

順
子
部
長
が
退
任
さ
れ
、
ま
た

副
支
部
長
制
度
を
廃
止
し
11
名

体
制
の
役
員
構
成
と
な
り
ま
し

た
。
新
部
長
に
は
山
迫
登
美
恵

さ
ん
、
副
部
長
に
は
小
野
田
か

つ
子
さ
ん
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

共
同
学
習
で
は
、「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
と
題
し

て
、
Ｊ
Ａ
中
央
会
く
ら
し
広
報

推
進
課
の
前
原
ひ
ろ
み
氏
の
講

演
が
行
わ
れ
、
認
知
症
に
は
周

囲
の
理
解
や
助
け
が
重
要
な
こ

と
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

会
場
入
口
で
は
女
性
部
員
さ

ん
の
着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
サ
ー
ク
ル

作
品
や
生
け
花
、
活
動
写
真
が

展
示
さ
れ
、
昼
食
時
に
は
大
正

琴
・
カ
ラ
オ
ケ
・
座
踊
り
教
室
生

の
舞
台
発
表
が
行
わ
れ
、
和
や

Ｊ
Ａ
女
性
部
か
ら
こ
ん
に
ち
は
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営農情報 早期水稲の今後の栽培管理について
1. 水管理
　　◎活着後は間断かん水を行いましょう。藻類の抑制にもなります。

　中干し後～出穂まで
　　浅水管理、若しくは間断かん水を基本としますが、下記の場合は深水にします。
　　◎出穂前 7～ 20日（穂肥時期あたりから）に低温（最低気温 17℃以下）が予想される時
　　◎出穂期前後の 10日間

2. 雑草・病害虫防除
　生育期間中にヒエや多年草雑草の発生が多い場合は、下記の薬剤を散布する。

　　◎クリンチャーバス ME 液剤（中干し時期が効果的）
　　　落水状態で 10a あたり 1000ml を 70 ～ 100 リットルに溶かして散布する。
　　　展着剤不要。雑草に直接かかるように散布する。
　　　散布後 3日間は入水しない。
　　　使用期限は収穫 50日前までとし、それ以降は絶対に散布しない。
　　　※重複散布や高温時の散布は薬害が出ることがあるので注意！

　　◎ジャンボタニシ（スクミリンゴガイ）対策＝スクミノン　2～ 4㎏ /10a

　◎カメムシ類
　　カメムシの防除は集団防除が効果的である。
　　�畔周りの雑草がカメムシの飛来源となるので畔周りの管理を行うことによりほ場への飛び込
みを減らすことが出来る。出穂後に畔周りの草払いを行うとカメムシを水田に追い込む場合
があるので、出穂前に畔周りの草払いを行う。

病害虫や雑草防除についての質問は最寄りの JA へお気軽にお問い合わせください。

5月中旬 6月上旬

浅水・
間断かん水

浅水・
間断かん水

深水

落
水

水
深

中
干

穂
肥

出
穂

収
穫

6月下旬 7月末

※お問い合わせは、
　指導購買課・園芸センター　比良までお気軽にどうぞ。
　℡ ４７４－２４７０
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こんにちは!農協の置き薬「クミアイ家庭薬」です

Aコープあおぞら店　　電話：099-471-4366　営業時間：朝9時～夜8時

クミアイ家庭薬についてのお問い合わせは、
お近くの農協各支所または、099-477-2052（鮫島）まで

JA鹿児島県経済連
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子
牛
せ
り
市
情
報

　３月セリ市が 24 日から 26 日の３日間で開催されました。
出場頭数は 1,758 頭で前回と比べ、67 頭少ない入場頭数でした。平均価格は前回と比べ 2,096 円の高値で
取引されました。町内での最高売上の血統につきましては、去勢（美国桜・安福久・百合茂）、メス（隆之国・
百合茂・安福久）でした。校区別のキログラム単価、体重等につきましては表を参照してください。
（お知らせ・お願い）
　セリ市では、牛の引付を早めに行いましょう。下見時間をセリ開始１時間前位にし、通路からでて、購
買者の下見の邪魔にならないようにしましょう。
　分娩届けは、産後７日以内に必ず農協へ届けるようにしましょう。
　耳標が脱落したら、すぐ畜産課へ報告するようにしましょう。

平成26年２月子牛せり市　（24日～26日)
　項目

性別 　 校区 頭数 総価格
（千円）

価格 順位 総体重 平均
体重

kg
単価最高 最低 平均

雌

郡 全 体 884 439,821 1,220,000 10,000 497,535 236,082 267.0 1,863
町 全 体 133 66,291 819,000 339,000 504,119 35,946 270.3 1,844
伊 崎 田 16 8,346 679,000 429,000 521,625 2 4,393 274.6 1,900
有 明 27 13,162 810,000 339,000 487,481 5 7,476 276.9 1,761
通 山 12 6,456 791,000 443,000 538,000 1 3,324 277.0 1,942
蓬 原 13 6,767 819,000 399,000 520,538 3 3,519 270.7 1,923
原 田 12 6,048 590,000 442,000 504,000 4 3,327 277.3 1,818
野 神 36 17,507 675,000 351,000 486,306 6 9,524 264.6 1,838
山 重 17 8,005 543,000 345,000 470,882 7 4,383 257.8 1,826

去
勢

郡 全 体 941 518,177 1,001,000 100,000 550,666 279,491 297.0 1,854
町 全 体 121 66,752 705,000 392,000 547,999 36,600 302.5 1,824
伊 崎 田 14 7,601 639,000 443,000 542,929 5 4,351 310.8 1,747
有 明 15 8,168 620,000 392,000 544,533 3 4,532 302.1 1,802
通 山 13 7,025 628,000 421,000 540,385 6 3,993 307.2 1,759
蓬 原 17 9,684 698,000 501,000 569,647 1 5,115 300.9 1,893
原 田 12 6,383 601,000 454,000 531,917 7 3,523 293.6 1,812
野 神 36 20,289 705,000 460,000 563,583 2 10,957 304.4 1,852
山 重 14 7,602 672,000 412,000 543,000 4 4,129 294.9 1,841

町 総 計 254 133,043 819,000 339,000 526,059 72,546 285.6 1,834
地 区 総 計 1,825 957,998 1,220,000 10,000 524,101 515,573 282.5 1,858

平成26年３月子牛せり市　（24日～26日)
　項目

性別 　 校区 頭数 総価格
（千円）

価格 順位 総体重 平均
体重

kg
単価最高 最低 平均

雌

郡 全 体 861 428,401 1,004,000 100,000 497,562 229,829 267.0 1,864
町 全 体 112 57,130 1,004,000 150,000 500,644 30,737 274.4 1,859
伊 崎 田 14 6,742 572,000 150,000 481,571 5 3,956 282.6 1,704
有 明 14 7,081 630,000 441,000 505,786 4 3,947 281.9 1,794
通 山 8 4,140 592,000 436,000 517,500 3 2,223 277.9 1,862
蓬 原 18 9,612 1,004,000 425,000 534,000 1 4,992 277.3 1,925
原 田 6 2,779 530,000 403,000 463,167 7 1,589 264.8 1,749
野 神 40 21,066 955,000 403,000 526,650 2 10,866 271.7 1,939
山 重 12 5,710 508,000 405,000 475,833 6 3,164 263.7 1,805

去
勢

郡 全 体 897 497,978 887,000 30,000 555,159 268,163 299.0 1,857
町 全 体 120 67,138 710,000 250,000 554,352 36,592 304.9 1,835
伊 崎 田 24 13,626 683,000 459,000 567,750 1 7,310 304.6 1,864
有 明 15 8,476 631,000 430,000 565,067 3 4,827 321.8 1,756
通 山 8 4,287 652,000 250,000 535,875 6 2,444 305.5 1,754
蓬 原 13 7,219 604,000 453,000 555,308 5 3,912 300.9 1,845
原 田 10 5,324 629,000 427,000 532,400 7 2,869 286.9 1,856
野 神 36 20,404 710,000 495,000 566,778 2 11,050 306.9 1,847
山 重 14 7,802 614,000 453,000 557,286 4 4,180 298.6 1,867

町 総 計 232 124,268 1,004,000 150,000 527,498 67,329 290.2 1,846
地 区 総 計 1,758 926,379 1,004,000 30,000 526,361 497,991 283.3 1,860
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健康料理バイキング
■営業時間
　昼営業(毎日)11:00〜14:00
　夜営業(土・日・祝)18:00〜21:00

■ 料   金 ■

　大人（中学生以上）
1,000円

　小学生             700円

　幼児               400円
（3歳以下無料）

野
菜
派
の
あ
な
た
に
お
す
す
め 

笑

和

食

堂

メロン
い〜っぱい
食べてね！！！

デザートが
  パワーアップ！！

メニューも
   春色！

食
べ
放
題

め
ろ
ん

ただ今好評
開催中!!
期間：6月末まで
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桜
か
ら
ツ
ツ
ジ
へ
と
花
も
移
ろ
い
、
正
に
春
爛
漫
。

一
年
の
中
で
１
番
過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し

た
。

　

さ
て
、
じ
ょ
も
き
ん
も
今
回
が
最
終
稿
と
な
り
ま

す
。
時
々
の
情
勢
を
踏
ま
え
、
思
っ
た
こ
と
を
好
き

勝
手
に
主
張
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
中
に
は

気
分
を
害
さ
れ
た
方
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
、
過
去
の
原
稿
を
読
み
返
し
て
み
る
と
、

実
に
悲
観
的
な
内
容
が
多
か
っ
た
な
、
と
感
じ
ま
す
。

バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
長
い
ト
ン
ネ
ル
の
中
で
、
日
本
の

社
会
・
経
済
の
枠
組
み
が
大
き
く
転
換
す
る
と
と
も

に
、
世
界
の
情
勢
も
変
動
し
、
新
し
い
秩
序
形
成
が

模
索
さ
れ
る
中
で
、
農
業
や
農
村
も
大
き
く
揺
さ
ぶ

ら
れ
、
先
の
見
通
し
づ
ら
い
時
代
が
続
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
代
背
景
を
考
え
れ
ば
、
あ
る
意
味
や
む
を

得
な
か
っ
た
か
な
と
も
感
じ
ま
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
問
題
は
、
農
畜
産
物
の
消
費
減
退

に
つ
な
が
る
一
方
で
、
供
給
側
に
お
い
て
も
農
業
の

担
い
手
不
足
を
招
き
、
企
業
参
入
な
ど
農
業
生
産
構

造
の
変
化
を
も
た
ら
し
、
そ
の
こ
と
は
旧
来
の
農
家

群
の
集
ま
り
で
あ
る
農
協
や
農
村
の
有
り
様
を
一
変

さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
昨
今
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
進
展
は
、
海
外
農
産
物
と
の
軋
轢
や
生
産
資
材

等
の
価
格
高
騰
へ
つ
な
が
る
な
ど
国
内
農
業
へ
も
影

響
が
及
び
、
農
業
政
策
な
ど
内
政
の
あ
り
方
に
も
変

化
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
更
に
は
、
巨
額
の
財
政

赤
字
を
抱
え
た
中
、
国
政
の
方
向
も
、
か
つ
て
の
高

度
成
長
期
の
所
得
の
再
配
分
の
政
策
か
ら
負
担
の
再

配
分
へ
と
、
国
民
へ
我
慢
を
強
い
る
政
策
へ
変
化
し
、

社
会
保
障
の
縮
小
や
増
税
の
方
向
が
明
確
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

各
地
に
災
害
を
も
た
ら
す
異
常
気
象
も
昨
今
は
常

態
化
し
、
今
で
は
、
温
暖
化
ガ
ス
を
減
ら
す
緩
和
策

を
続
け
な
が
ら
も
、
温
暖
化
へ
ど
う
適
応
す
る
か
、

と
言
う
方
向
へ
考
え
方
も
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

例
え
ば
コ
メ
で
は
、
温
暖
化
に
適
応
し
、
高
温
に
耐

え
う
る
品
種
へ
改
良
が
必
要
と
な
る
な
ど
、
従
来
の

栽
培
方
法
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
し
、

ま
た
極
端
な
豪
雨
災
害
な
ど
自
然
災
害
へ
の
備
え
も

見
直
し
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

菱
田
川
か
ら
消
え
た
「
じ
ょ
も
き
ん
」
の
嘆
き
は
、

人
間
の
織
り
成
す
世
の
移
ろ
い
に
、
ま
す
ま
す
大
き

く
な
っ
て
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
昨
今
で
は
、

鯉
や
ナ
マ
ズ
が
異
常
繁
殖
し
、
ハ
ヤ
な
ど
小
魚
の
姿

も
め
っ
き
り
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
に
い

た
「
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
」
も
今
や
絶
滅
危
惧
種
、
ド
ジ
ョ

ウ
や
メ
ダ
カ
も
殆
ど
目
に
す
る
こ
と
も
無
く
な
り
、

彼
ら
も
ま
た
、
私
た
ち
人
間
の
あ
り
方
に
警
鐘
を
鳴

ら
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

大
き
な
時
代
の
変
化
の
中
で
、
無
力
な
自
分
を
感

じ
な
が
ら
過
ご
し
た
時
間
は
、
決
し
て
無
駄
に
は
な

ら
な
い
と
開
き
直
り
、
今
後
も
彼
ら
と
と
も
に
、
次

代
の
地
域
や
農
業
・
農
協
の
行
く
末
を
見
守
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

長
い
間
、
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

■次代へ

　

五
十
肩
は
、
中
年
以
降
、
特
に
50
歳
代
に
多
く
見
ら
れ
、

肩
関
節
の
痛
み
と
動
き
の
制
限
を
伴
う
病
気
の
総
称
で
す
。

肩
関
節
と
そ
の
周
辺
組
織
に
炎
症
を
来
た
す
た
め
、
炎
症
を

起
こ
し
て
い
る
部
位
、
炎
症
の
程
度
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
症

状
を
起
こ
し
ま
す
。
原
因
は
関
節
を
構
成
す
る
骨
、
軟
骨
、

じ
ん
帯
や
腱
な
ど
が
老
化
し
て
肩
関
節
の
周
囲
の
組
織
に
炎

症
が
起
き
る
こ
と
が
主
な
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

急
性
期
（
発
症
か
ら
約
２
週
間
）
に
は
運
動
時
痛
時
痛
に

加
え
て
安
静
時
痛
や
夜
間
痛
が
出
現
し
、
肩
関
節
の
動
き
が

制
限
さ
れ
ま
す
。

　

痛
み
が
強
い
こ
の
時
期
に
は
荷
物
や
肩
を
上
げ
る
動
作
で

肩
に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
て
安
静
を
計
り
、
痛
み
が

落
ち
着
い
て
き
た
ら
痛
み
の
な
い
範
囲
で
動
か
す
よ
う
に
し

ま
す
。

　

除
痛
に
は
、
薬
物
療
法
が
有
効
で
消
炎
鎮
痛
薬
を
使
用
し

ま
す
。
慢
性
期
に
は
、
肩
を

温
め
な
が
ら
少
し
ず
つ
動
か

し
て
行
き
ま
す
。
自
然
に
治

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
放

置
す
る
と
日
常
生
活
が
不

自
由
に
な
っ
た
り
、
関
節
が

癒
着
し
て
動
か
な
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
態
を
避
け
る
た
め
に

も
、
早
期
に
医
師
や
理
学
療

法
士
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

『
五
十
肩
に
つ
い
て
』

　

鹿
児
島
県
厚
生
連

理
学
診
療
科（
理
学
療
法
士
） 

斉
藤  

義
光 

身近な
健康情報

「みんな健康プロジェクト」 展開中!!
ＪＡが窓口となって、ＪＡ厚生連と連携しなが

ら健康づくりのお手伝いをします。
健康に関する相談のある方は、お気軽にＪＡに
お声掛け下さい。

鹿児島県厚生連 検  索 

ＪＡ厚生連ホームページ 

http ://www.kago-ksr .or . jp/
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理事会・経営管理委員会報告
第１回経営管理委員会々次第（平成26年３月28日）
協議事項
　第１号議案　平成2６年度農協推進員大会の開催について
　第２号議案　�第１３回通常総代会資料説明座談会の開催に

ついて
　第３号議案　�第１３回総代会開催及び総代会提出議案につ

いて
　第４号議案　農協と経営管理委員との保証契約について
　第５号議案　�平成２６年度　コンプライアンス実践計画書

（案）について
　第６号議案　�役員候補者推薦（経営管理委員・区域選出

監事）について
　第７号議案　�常勤理事担当業務の変更及び理事の選任に

ついて
　第８号議案　�員外監事・学識経験監事候補者の推薦につ

いて
　第９号議案　平成２５年度　決算報告書について

報告事項
　①　�要改善ＪＡ（不祥事点検基準）の指定の解除について

（通知）
　②　平成２６年度　職員教育研修計画について
　③　平成２５年度下半期　相談・苦情等対応状況について
　④　平成２６年度　果汁・お茶愛飲運動推進要領について
　⑤　畜産委員の選任について
　⑥　内部監査の状況について
　⑦　組合員の加入及び脱退の状況について

第１回理事会々次第（平成26年３月28日）
協議事項
　第１号議案　平成2６年度農協推進員大会の開催について
　第２号議案　�第１３回通常総代会資料説明座談会の開催に

ついて
　第３号議案　�第１３回総代会開催及び総代会提出議案につ

いて
　第４号議案　農協と経営管理委員との保証契約について
　第５号議案　�平成２６年度　コンプライアンス実践計画書

（案）について
　第６号議案　�役員候補者推薦（経営管理委員・区域選出

監事）について
　第７号議案　�常勤理事担当業務の変更及び理事の選任に

ついて
　第８号議案　�員外監事・学識経験監事候補者の推薦につ

いて
　第９号議案　畜産委員の選任について
　第１０号議案　平成２５年度　決算報告書について

報告事項　
　①　�要改善ＪＡ（不祥事点検基準）の指定の解除について

（通知）
　②　平成２６年度　職員教育研修計画について
　③　平成２５年度下半期　相談・苦情等対応状況について
　④　平成２６年度　果汁・お茶愛飲運動推進要領について
　⑤　内部監査の状況について
　⑥　組合員の加入及び脱退の状況について

行 事 予 定 表
14～16日	 総会資料説明座談会
２１日	 成牛セリ市　
26日～28日	 子牛セリ市
23日	 理事会・経営管理委員会　　
27日	 外務推進日（貯金日）
30日	 第13回通常総代会

16日	 経営会議
21日	 成牛セリ市
24日	 理事会・経営管理委員会
24日～27日	 子牛セリ市
25日	 外務推進日（貯金日）

5月

6月
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制度に関するお問い合わせはこちらまで。

九州農政局 鹿屋地域センター ０９９４－４３－４１３６

食糧法により、加工用米、米粉用米、飼料用米などの用途限定米穀は、その定められた用途以外に

使用し又は使用する目的で出荷・販売してはいけません。

用途限定米穀を『主食用へ横流し』するなどした場合には、様々な措置の対象となります。

『主食用への横流し』とは！ 例えば・・・

事例１：飼料用米を収穫したが、主食用米の価格が上昇したため、主食用として販売した。

事例２：自家で飼養する鶏へ給餌するとして取り組んだ飼料用米を、給餌することなく、主食用

として他の事業者へ譲り渡した。

もし、『主食用への横流し』などを行ったら！ こんなことが・・・

◆ 氏名及び違反事実等が公表されます。

◆ 当面の間、加工用米等の生産・流通・販売が認められません。

◆ 経営所得安定対策交付金の全額返還を命じられます。

米トレーサビリティ法とは、米穀等に問題が発生した場合などに、流通ルートを速やかに特定する

ため、米穀等の取引等の記録を作成・保存するとともに、米穀等の産地情報を取引先や消費者に伝

達することを義務付けるものです。

取引等の記録の作成・保存
◇ お米や米加工品を①取引、②事業所間の移動、③廃棄などを行った場合には、その記録を作成

し、保存（原則３年間）してください。

◇ 必要な記録事項は、『品名、産地、数量、年月日、取引先名、搬出入の場所、用途限定米穀で

ある場合はその用途』です。

◇ 実際の取引において取り交わされる伝票類に、上記の事項が記載されていれば、それを保存し

ておくことで記録義務を果たしたことになります。

産地情報の伝達
◇ お米や米加工品を他の事業者へ譲り渡す場合には、その産地を伝票等又は容器・包装へ記載す

ることにより伝達することが必要です。（口頭による伝達は不可）

◇ 一般消費者にお米や米加工品を販売する場合には、産地情報の伝達が必要です。

ただし、ＪＡＳ法により表示が義務付けられている場合には、ＪＡＳ法に従い表示をしてくだ

さい。

もし、ルールを守っていないと・・・

◆ 取引記録を作成・保存していなかった場合や、取引先の事業者に対して産地情報を伝達してい

なかった場合には、罰則規定（５０万円以下の罰金）が適用になることがあります。
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ふれあい
サポーターズ

「有明の牛さんのために頑張り
ます」

樽水　友樹
5 月 20 日生まれ
畜産センター

「有明のお茶のために頑張ります」

取違　弘一
5 月 24 日生まれ
茶業センター長

「燃料機械のことなら何でもお
任せください」

中馬　哲郎
5 月 4日生まれ
燃料機械課課長

「農機具の修理ならお任せくだ
さい」

円福　慎吾
6 月 28 日生まれ
燃料機械課

「美味しい新茶が出来たので、
ぜひ飲んでください」

酒匂　恵
5 月 22 日生まれ
茶業センター

「子どもと一緒に剣道日本一を
目指します」

井上　憲朗
5 月 3日生まれ
推進企画課課長

「購買店舗のご利用をお待ちし
ております」

小野田　正一
5 月 6日生まれ
指導購買課課長

「ぜひ農協ガスをご利用ください」

坂口　充広
6 月 20 日生まれ
燃料機械課

「福祉センターを宜しくお願い
します」

塩屋　靜花
5 月 31 日生まれ
総合福祉センター

「いつも笑顔で対応を心がけて
います」

宮脇　アイ子
6 月 8日生まれ
企画管理課

「ぜひ JAバンクをご利用くだ
さい」

藤本　宣洋
5 月 9日生まれ
貯金センター長

「笑顔で頑張ります」

奥園　隆志
5 月 10 日生まれ
茶業センター

「正確で迅速な業務処理を目指
しています」

菊浦　いづみ
5 月 18 日生まれ
園芸センター

「コンピュータで困ったらご相
談ください」

小鉄　博和
6 月 16 日生まれ
企画管理課

５月・６月生まれの
職員を紹介します

JAUSER
四角形

JAUSER
四角形
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